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第　1　章 緒
口

1．1　目　　的

　　高張力鋼（50～80キ・級）を使用した溶接構造物を対象とし，その溶接継手部の切欠靱性の評価法を検討する

　ことを目的とする。

1．2　主な検討事項

　　本委員会で行った主な検討事項は次の通りである。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

溶接継手部の切欠靱性の各種規格基準の整理

切欠靱性評価試験方法の整理

各分野における溶接継手部の靱性評価方法の調査

溶接継手部の切欠靱性の評価に関する従来の試験結果の検討

溶接金属の切欠靱性の現状調査

溶接金属の切欠靱性の評価法の検討

1．3　委員会開催経過

回数

1

2

3

4

5

6

開　催　日

S45．　6．　23

S45．　9．22

S45．11．　11

S45．　12．15

S46．　2．　17

S46．　4．　13

開催場所

私学会館

私学会館

私学会館

私学会館

新日鉄本社

私学会館

参加者

31名

34名

30名’

35名

34名

31名

議 題

①委員会の構成

②研究方針および研究項目の討議

③各種溶接構造用鋼板および溶接部の切欠靱性の規定値

　の整理

④切欠靱性試験法の整理

①EW委員会の成果報告

②各分野における溶接部の評価についての現状紹介

　　　　　　　　　　　　（建築，橋梁，船舶関係）

①溶接部の試験法に関するI　I　W資料の紹介

②各分野における溶接部の評価についての現状紹介
　　　　　　　　　（圧力容器，原子力，重電気関係）

③溶接角変形の影響検討

①橋梁の事故例

②英国圧力容器の事故例

③溶接角変形の影響

④大型試験と小型試験の相関

⑤切欠靱性試験法

①鋼管の亀裂伝播試験

②Pellini試験に関する文献紹介

①米国海軍規格の紹介

②DWTT試験について
③溶接金属の切欠靱性調査報告（第1回）
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